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1 は じ め に

山形県で行われている水稲直播栽培は,その過半数が背

負い動力散布機を使った湛水散播であるが,こ の方式は品

質に悪影響を及ぼす生育むらや遅発分げつを生じやすいと

いう問題点がある。そこで,こ れらの問題を解決するため

に,株形成を可能とする点播機構の開発に取り組んだ。試

作した播種機は,条播用の播種機から繰り出される種子を,

水車状の播種ロールで一旦受け止め,そのロールが回転す

ることにより,複数の種子がまとまって田面に落下 し,点

播となる機構である。播種機の詳細については,既に東北

農業研究
1)で
報告している。本報では,湛水直播の収量性

をさらに一段高めることを目的にして行った改良と,新た

に試作した覆:t装置について報告する。

2試 験 方 法

に)試作機の改良
前試作機を改良するにあたり,湛水直播栽培においてよ

り高い収量を得るには,穂数,籾数を移植並に確保する必

要があると考えた。従来,移植栽培においての条間は,苗

箱のサイズに制限され30mであるが,直播栽培では苗を使
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わないので30cm条間にとらわれる必要性はないと考えた。

そこで,今回の試作機では条間を20clに縮めて点播密度

を高め,穂数・籾数の確保を狙った。加えて株間競合をで

きるだけ軽減し,空間と光の利用効率を高めるために,条

ごとに点播配置を9mず らした株間18coの千鳥状とした。

また,前試作機では水車状播種ロールを田面から2mの位

置に設置していたため,同場によってはロール内に泥が進

入することがあった。そこで,田面との最短距離を 2 cmか

ら7 cmへ変更した。

2)覆土装置
試作した覆土装置は,播種直後に露出している種子の上

を,鉄製のメッシュを巻いた円形 ドラムが転がり,種子を

土中に埋め込んでゆく方式で,この装置を機体の最後部に

各条ごとに設置した。この円形 ドラムは直径150mm,幅50

mlで ,自重だけで圧力を与えるもので,そ の圧力は約006

kgf/話である。

0)播種試験
改良した試作機を供試して,1998年 4月 30日 に播種試験

を行った。圃場条件は,代かき後日数6日 ,高さ lmか ら

の下げ振り貫入深が103mで あった。対照として手散布に

よる散播区を設け,苗立ち及び収量の比較を行った。供試

種子には,水稲品種「どまんなか」にCa02剤を 2倍重粉

衣した籾を使用した。施肥は点播・散播ともに同じで,基

肥N3kg/10a,追肥N2kg/10a× 2回 とした。

3 試験結果及び考察

試作機本機の最高速度である065m/Sま で作業速度を

上げ播種試験を行ったところ,種子はおよそ縦 4 cm.横 2

cmの範囲内に楕円形状に播かれ,点播当たりの粒数は平均

69粒で,点播種子同士が繋がることもなく高い精度での

播種が可能であった。

播種量は,点播密度が266点播/ポ と高いため,一般の

湛水条播,散播よりも多くなり,乾籾換算で10a当 たり53

kgであった。

覆土装置の影響で,種子がどの程度移動するか確認する

ために,苗立期において株の長さを調査したところ,株の

長径は平均4 4clであり,播種時の長径3 9cmと 比較して ,

その差は05mで あつたため,覆土による種子の移動はわ

ずかである。また出芽深は平均7411と 10画以内に収まり,

出芽への影響も少ないと推察される。

覆土装置
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図 1 播種機の構造
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表 1 播種精度 (1998年 )

点幡形状

長径

点播間隔   18 8cm
点播量  朝

"53麟

/10a

170
020

散播

を取り外して,播種直後に調査した。

表 2 苗立ち (19980

苗立ち率は,乾籾 4 kg/10a表 面播である散播と比べ劣

るものの苗立ち数はほぼ同じでばあたり110本程度を確保

できた。

その後の点播の生育は,散播と比べ茎数の増加が少なく,

最高分げつ期の茎数は,散播の773本/nfに対 して,点播

は613本 /nfであったが,有効茎歩合は散播より5%程度
高く,最終的な穂数・ 籾数はほぼ同レベルとなった。散播

の収量は未熟粒が多く592kg/10aに留まったのに対し,点

播は散播よりも精玄米粒数歩合が高く,移植栽培の「どま

んなか」平年値678kg/10aに近い667kg/10aの収量が得

られた。

4 ま

開発した点播機構は条間20cn,株間18cmの千鳥状に点播

する機構であり,その播種精度は,縦 4 cll,横 2錮の範囲

内に平均69粒の種子を播種することができる。出芽深は

101m以内に収まり,播種直後の烏害防止と安定した出芽が

表3 収量 。構成要素 (1998年 )

図2 播種状況
注 調査のため覆土装置は外した。

期待できる。点播密度が高いため穂数,籾数は散播並に多

くなるが,精玄米粒数歩合は散播よりも高いために,収量

性の向上が期待される。

残された問題点は,試作した覆土装置が,土壌表面硬度,

高さl lnからの円錐下げ振り貫入深で10～1lclの範囲内で

ないと適切に作動しないため,各土壌硬度に適応できるよ

うに改良する必要がある。
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注.播種日 :4月 30日  品種 :どまんなか 播種量 :点播 乾籾5 7kg,散播 乾籾 4 kg
施 肥 :基肥N3kg, 5葉期N2kg,穂肥N2kg(散播,点播とも同じ)
収 量 :坪刈り 精玄米重は19Ш以上
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